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第 19回大学教育研究フォーラム

『「学び」を改めて問う―主体的な学びとは何なのか―』

　　日　時　平成 25年 3月 14日（木）13：00～17：15

　　場　所　京都大学百周年時計台記念館　1F百周年記念ホール

開　会　の　辞

松　下　佳　代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

（松下）　それでは定刻になりましたので、第 19回大学教育研究フォーラム、シンポジウムに移らせていただきたい

と思います。本日は、遠く北海道から九州まで、全国の大学教員、職員、中には学生の方もいらっしゃるかと思いま

すが、お越しくださいまして本当にありがとうございます。これまで 19回を数えておりますが、今回は最大規模に

なりました。事前申し込みの段階で 688名という、一大学が学会ではなく催しているイベントとしては、例外的に大

きな会となってまいりました。これもひとえに皆さまのおかげと感謝しております。

今回のシンポジウムの「『学び』を改めて問う―主体的な学びとは何なのか―」は、昨年 8月に出た中教審答申の

中で、「主体的な学修」がキーワードになっているということが背景にはありますが、教育政策に対して、もっと原

理的に学びを問う必要があるということでテーマを設定したものです。いろいろな分野から、学び論では有名な先生

方をお招きしておりますので、どうぞご期待ください。

それでは、シンポジウムに先立ちまして、本学教育担当理事の淡路敏之より、皆さまにごあいさつをいたします。


